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論文内容の要旨
核磁気共鳴により、稀薄合金E旦 Ir 及び旦ilr 中の Il1及び Il3原子核の電気四重極相互作用の研究を
行った。 Ir核(いずれもスピン3/2 ) の共鳴線は 3 本に分裂しているが、これらが四重極相互作用の結
果である事を、一種の二重共鳴の実験により確認した。更に、 E旦Ir単結晶合金について行った測定よ
り、この四重極結合エネルギーが、外部磁場に関する試料の結晶方位に依存しない事が判った。この
事より、四重極結合をもたらす電場勾配は結晶に固定した電場によるものではあり得ず、電場勾配は
核の量子化軸と常に一定の関係を保つものと推察される。この様な電場勾配として、 Ir の電子磁気モ
ーメントの方向に、スピン軌道結合を通じて誘起された軌道モーメントによる電子雲の歪みに依るも
のを考えると、実験結果が説明される。また Ir の5d電子状態として、全ての d軌道が縮退に近い状態
で、比較的狭い幅に状態密度が分布している事が考察される。
論文の審査結果の要旨
鉄およびニッケルはともに立方対称性をもっ金属結晶で、あり、これに僅少のイリジウム不純物を加
えるとき、これらのイリジウム原子は置換形に入るので、立方対称性は保持している。相賀君は、鉄
およびニッケル中の微量のイリジウム核の NMR を観測し、それが核四重極相互作用による微細構造
をもつことを始めて発見した。すなわち立方対称の位置にありながら原子核はより対称性の低い電界
の影響を受けているのである。相賀君はこれが、強磁性相互作用によって磁化の方向にむいている電
子スピンによって、軌道スピン相互作用を通して誘発された軌道角運動量の影響であることを簡単な
理論的考察によって示した。また、単結晶を用いた実験によって四重極相互作用の大きさは、結晶軸
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に対する磁化のむきによらないことを示した。この結果はイリジウム原子の d 電子の状態に重要な知
見を与えるものである。相賀君のこの実験結果はこの研究によって始めて発見されたものであり、結
果の理論的解釈と相まって、きわめて独創的な成果をあげたものといえる。
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